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平成２９年第１４回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

平成２９年１１月１６日、大川市役所第２委員会室において、平成２９年第１４回教育委員会（定例

会）を開催した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １３時３０分 

閉会  １５時００分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  記伊 哲也 

委 員  貞苅  清 

   委 員  谷川 朋昭 

委 員  蔵本美保子 

 

３．欠席委員 

   一ノ瀬直子 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長           下川 愼司 

学校教育課主幹          古賀美保理 

生涯学習課長           永尾龍之介 

学校教育課長補佐         本田 龍雄 

生涯学習課長補佐         岡  辰磨 

記録者・学校教育課総務係     永島 潤一 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

  審議事項 

（１） 議案第２７号 平成２９年度大川市一般会計補正予算について 

  報告事項 

（１） 統合中学校施設の基本設計について 

（２） 平成２９年度図書館まつりについて 

行事予定（１２月） 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１）総合教育会議について 

本日の定例会の終了後に行われる総合教育会議では、学校事故について協議を行うこととし

ている。学校事故、交通事故、併せて防災教育についての各委員から意見をいただき、最終的に

は市長でまとめていただく予定である。 

 （２）川口小学校児童の遺族への訪問について 

     先日、遺族を訪問した際、「事故から１０ヶ月が経過するが、教育委員会の対応に不満を感じ

ている。迅速で目に見えるような対応ができないか。事故を風化させない取組みは、教育委員
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会にしかできないので、よろしくお願いしたい。」との話があった。市教委としては、総合教育

会議を踏まえた関係施策に係る予算編成など鋭意取り組んでいくことを伝えたが、安全管理や

安全教育に関しては着実に進んでいると認識している。 

 

８．議事の大要 

審議事項 （１）議案第２７号 平成２９年度大川市一般会計補正予算について 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 入学準備金の支給に関して、基準はあるか。また、申請はどのような流れか。 

 

 支給の基準については、世帯収入が生活保護基準額の１．３倍以下の児童生徒

に対して就学援助を行っている。年齢、子どもの人数で若干収入が異なるが、モ

デルケースで言えば、父親（４０歳）母親（３５歳）中学生（１４歳）小学生（９

歳）の４人家族の場合、年間所得基準が３１６万円程度で、それ以下の収入の世

帯が対象となっている。新入生の世帯に対しては、入学通知書と一緒に、申請書

と案内文書を同封して周知している。また、小学２年生から中学生までは、年度

初めに、学校を通じて申請書を配布している。 

 

 支給後の変更があった場合の返金についてはどうか。 

 

 ３月６日に支給できるよう事務手続きを進めており、同日以降に何らかの理由

で住所変更があった場合の返還については、対応が自治体によって異なり、本市

としては４月１日時点で籍があれば返還は不要と考えている。仮に、返還されず

に転出した場合には、転校先の自治体に入学準備金が支払済みであることを通知

し、重複を避けたいと考えている。現時点では、３月中の異動に関しては返金、

それ以降の返還要請はしない。今後、規則を整理していく予定であり、現在協議

中である。 

 

 来月には規則を改正しなければならないので、既に実施している自治体の状況

等を整理しながら進めていきたい。 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）統合中学校施設の基本設計について 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 大川小学校のグラウンドの整備については水はけが悪いと聞いているが、その

改修工事も含むか。 

 

 周囲に側溝があるので表層を削り、ある程度水捌けが良くなるような工事も含

まれている。 

  

 表層を削れば側溝へ流れて水捌けが良くなるのか。 

 

 おそらく、グラウンドの中心が若干高くなるので、流れはよくなると思う。 
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委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

小学校の特に屋根が古く、側に新築の中学校が建てば、児童の心情的にどうか

と思う。老朽している建物と新築ではバランスが悪く感じる。 

 

統合中学校の工事とは別に考える必要があると考える。小学校の築年数で言え

ば、大川小学校は三番目に新しい。大川小学校より古い学校もあり、大川市全体

としては、改修を要する学校は他にもある。 

 

 １年半前、最初に提案した時は、小中一貫学校で、次に提案したのは小中一貫

型学校での併設。小・中を完全に切り離して考えるのは好ましいことではない。

同じ通用門から入り共用スペースもあるので、交流することになる。小・中学生

の学校であるという共通認識を教職員がどのように指導していくかで変わってく

るのではないかと思う。 

 

 環境に関して、現在の植樹について建築段階でどう扱うのか。移植や樹木の間

引きを考えているのか。また、プールの目隠しになるような対策は講じるのか。 

 

 建築工事の支障とならない樹木については、基本的には手を加えないことで設

計業者と協議を進めている。特に、Ａ中学校は現在の樹木を活かした「ふれあい

プロムナード」の計画もある。プールの周囲に関しては、可能な部分は植樹する

が、柵等による目隠しも実施する予定である。 

 

報告事項 （２）平成２９年度図書館まつりについて 

 意見・質問なし 

行事予定 

（１２月） 
学校教育課長、生涯学習課長より行事予定について説明を行う。 

 

以上、会議の次第は、その内容が正確であることを証するため、ここに署名する。 

 

大川市教育委員会教育長 

 

大川市教育委員会委員 


